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ウ ェ ブ サ イ ト で は 、  よ り 詳 し い 記 事 を ご 覧 い た だ け ま す 。
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「 真 ッ 白 い 」 は 、  「 汚 れ つ ち ま つ た 」 と は 正 反 対 の よ う に 感 じ ら
れ ま す が 、 そ こ に は 夢 を 追 い 続 け た 半 生 の 苦 悩 と 孤 独 が 凝 縮 され て い て 、 夏 の 風 物 の 力 強 い 色 彩 の 中 に 際 立 ち ま す 。  「 し か すが に 」 は 「 そ う は い う も の の 」  、  「 拱 く 」 は 「 こ ま ね く 」 と も 読み 「 何 も し な い 」 の 意 。

�

（ 中 原 中 也 記 念 館 館 長

　
中 原

� 豊 ）

真 ッ 白 い 嘆 か ひ の う ち に 、

 

海 を 見 た り 。 鷗 を 見 た り 。高 き よ り 、 風 の た だ 中 に 、
 

思 ひ 出 の 破 片 の 翻 転 す る を 見 た り 。夏 と し な れ ば 、 高 山 に 、

 

真 ッ 白 い 嘆 き を 見 た り 。燃 ゆ る 山 路 を 、 登 り ゆ き て

 

頂 上 の 風 に 吹 か れ た り 。風 に 吹 か れ つ 、 わ が 来 し 方 に 、

 

茫 然 と し ぬ 、 涙 し ぬ 。は て し な き 、 そ が 心

 

母 に も 、 … … も と よ り 友 に は 明 さ ざ り き 。し か す が に の ぞ み の み に て 、

 

拱 き て 、 そ が の ぞ み に 圧 倒 さ る る 、わ が 身 を 見 た り 、 夏 と し な れ ば 、

 

そ の や う な わ が 身 を み た り 。

 
 

（ 一 九 三 〇 ・ 六 ・ 一 四 ）

（ か も め ）

（ こ ま ぬ ）

捨 て ら れ な い

る 。 整 理 整 頓 が 苦 手 な 私 は 、 季 節 の 変わ り 目 に は い つ も こ う な る 。 古 い 服 は捨 て よ う と 思 う が 、 な か な か 処 分 で きな い 。 体 重 は 変 化 な い が 体 形 は 変 わ った 。 全 て の 肉 が 下 垂 し た 。 胸 は 脂 肪 が落 ち 、 小 さ く な っ た 。 腰 回 り は 太 く なっ た が 、 た い て い の 服 は ウ エ ス ト が ゴム な の で 今 で も 着 ら れ る 。　
問 題 は 色 で あ る 。 若 い 時 は 、 明 る い

色 が 好 き だ っ た の で 、 シ ョ ッ キ ン グ ピン ク や 鮮 や か な 赤 、 黄 色 な ど が 多 い 。こ れ 等 は 現 在 の 白 髪 の 私 に は 似 合 わ ない 。 今 、 着 て い て 安 心 で き る 色 は 、 白

　
冬 服 を 片 付 け な け れ ば な

ら な い 。 ま だ コ ー ト や セ ―タ ー が 部 屋 に 散 乱 し て い

っ ぽ い グ レ ー や 紺 色 。 そ ん な 服 は 持っ て い な い の で 、 昔 の 派 手 な 色 の 服を 着 る こ と に な る 。 そ し て 、 恥 ず かし い の で 、 こ そ こ そ と 歩 く 。　
ど う し て こ ん な 服 を 買 っ た の か わ

か ら な い も の も あ る 。 イ ン ド ネ シ ア航 空 の 昔 で い う ス チ ュ ワ ー デ ス の 制服 。 更 紗 模 様 の 上 着 と ロ ン グ ス カ ート 。 空 港 の 売 店 で 買 っ た 。 一 度 だ け着 て 夜 の 街 に 出 た こ と が あ る 。 素 敵ね 、 っ て 誰 も 言 わ な か っ た 。 中 国 の露 店 で 求 め た チ ャ イ ナ 服 。 ピ ン ク や黄 色 、 赤 や 青 の 花 の 刺 繍 が あ り 大 胆な ス リ ッ ト が 腿 辺 り ま で 入 っ て いる 。 一 度 も 着 た こ と が な い 。 一 生 着る こ と も な い が 、 美 し す ぎ て 捨 て られ な い 。　
あ あ 、 今 日 も 片 付 か な い 。

杉 本 昌 隆 さ ん
棋 講 座 」 の 講 師 を 務 めた 。

1 4年 に 「 杉 本 昌 隆 将

棋 研 究 室 」 を 立 ち 上 げ 。
1 8年 出 版 の 「 弟 子 、 藤 井

聡 太 の 学 び 方 」  （ Ｐ Ｈ Ｐ研 究 所 ） は 第

3 0回 将 棋 ペ

ン ク ラ ブ 大 賞 の 文 芸 部 門で 大 賞 を 受 賞 し た 。　
講 演 で は 、 現 代 の 若 者

に 対 す る 年 長 者 の 接 し方 、 師 弟 関 係 で 気 を 付 けて い る こ と 、 勉 強 し や すい 空 間 を 作 り 出 す た め に心 が け て い る こ と な ど 、

　
将 棋 棋

士 で 、 藤井 聡 太 七冠 の 師 匠と し て 知ら れ る 杉本 昌 隆 さん に よ る講 演 「 師匠 が 語 る　
藤 井 聡

太 と い う才 能 」が 、 ７ 月
1 3 

 
日

藤 井 聡 太 の 強 さ の 秘 密 に迫 り つ つ 、 才 能 を 伸 ば す育 て 方 に つ い て 話 す 。　
聴 講 希 望 者 は 、 ウ ェ ブ

サ イ ト （ 二 次 元 コ ー ド から ） の 申 し 込 み ペ ー ジ から か 、 は が き に 講 演 名 と講 師 名 、 希 望 人 数 （ ２ 人ま で ）  、 氏 名 ・ ふ り がな 、 郵 便 番 号 、 住 所 、 電話 番 号 を 明 記 し 、 主 催 の山 口 県 ひ と づ く り 財 団

　

県 民 学 習 部 （ 〒 ７ ５ ４

－

０ ８ ９ ３

 

山 口 市 秋 穂 二

島 １ ０ ６ ２ 、

☎
０ ８ ３

－
９ ８ ７

－

１ ７ ３ ０ ） へ 。

締 め 切 り （ 必 着 ） は

2 6日

（ 木 ）  。 定 員 は ３ ０ ０ 人

（ 日 ）  午 後 １ 時 半 か ら ３ 時ま で 、 Ｙ Ｍ ｆ

ｇ

維 新 セ ミ

ナ ー パ ー ク （ 山 口 市 秋 穂二 島 ） で 開 か れ る 。 聴 講は 無 料 。　
杉 本 さ ん は 、 １ ９ ６ ８

年 名 古 屋 市 生 ま れ 。 ２ ００ １ 年 に 第

2 0回 朝 日 オ ー

プ ン 将 棋 選 手 権 で 準 優勝 、

0 8年 に は 「 Ｎ Ｈ Ｋ 将

団 は 聴 講を 呼 び 掛け て いる 。 で 、 応 募 者 多 数 の 場 合 は抽 選 と な る 。　
「 杉 本 さ ん の 将 棋 界 で

の 経 験 や 、 弟 子 ・ 藤 井 聡太 七 冠 と の 指 導 秘 話 な どを 通 し て 、 新 た な 気 づ きと 学 び が あ る 講 演 に な ると 思 う 」 と 主 催 す る 同 財

７ 月

1 3日

藤 井 聡 太 の 師 匠 、 杉 本 昌 隆 さ ん
若 者 に 対 す る 年 長 者 の 接 し 方 な ど 講 演

ウ  ェ  ブ  サ  イ ト



2 0 2 5 年 （ 令 和 ７ 年 ） ６ 月 ２ １ 日 ㈯ 　 ２サ ン デ ー 山 口サ ン デ  ー 山 口 は 、  山 口 市  ・  美 祢 市  ・  宇 部 市  （  一  部 ）  ・  防 府 市  （  一  部 ）  で の 新 聞 折 り 込 み と 各 所  へ  の 設 置 で 、  み な さ ま に お 届 け し て  い  ま す 。  紙 面 に 載 り 切 ら な  い 情 報 は ウ  ェ  ブ サ イ ト に 掲 載 し て  い  ま す 。  ぜ ひ ご 覧 く だ さ  い 。


